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広報

　１月１４日（月）、井手町成人式が自然休養村管理センターで行われ、男性
４３人と女性４６人、合わせて８９人が大人の仲間入りをしました。
　式典には汐見町長をはじめ、中坊町議会議長、宮本町選挙管理委員長、町
議会議員、各区長、各関係団体の役員など約５０人の方々が来ひんとして出
席。新成人を代表して、実行委員の寺島一喜さん（上井手区）が「成人式
を迎えた私たちは、これから成人となるにあたって、正義が通り、人々が信
頼しあい、安心して暮らせる社会づくりに貢献できる社会人になることを
ここに誓います」と力強く成人の誓いを行いました。
　式典後は、小・中学校時代の恩師から当時の思い出話しや励ましの言葉を
受けたり、賞品が当たるビンゴゲームなどで会場は大いに盛り上がりまし
た。
　また、町選挙管理委員会が新成人に選挙への関心を持ってもらおうと、
式典前に実際の選挙と同じ手順で模擬選挙を実施し、新成人たちは『芸能人
の中から井手町長を選ぶなら誰がいいか』を４人の候補者「リア･ディゾン」
「小栗旬」「倖田來未」「玉木宏」から選ぶ『模擬投票』を体験しました。

希希望望とと夢夢を胸を胸にに
８９人が大人の仲間入　　８９人が大人の仲間入りり

井手町成人　　　　　　　井手町成人式式
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は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
（
財
）
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章
　
奥
村
清
司

精
勤
章
　
奥
田
善
男
　
鎌
田
隆
宏

河
野
裕
行
　
奥
田
明
男

◇
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
長
表
彰

小
岩
井
純
　
松
本
泰
治
　
中
坊
宗

一
郎
　
鎌
田
篤
彦
　
乾
浩
朗
　
乾

真
司
　
藤
沢
恭
二
　
塚
本
鉄
男
　

平
間
康
彦
　
村
田
一
晃

◇
町
長
章

中
谷
誠
　
泰
井
英
隆
　
橋
田
隆
徳

柴
田
昇
　
梶
田
篤
志
　
　
川
和
良

藤
川
勝
也
　
窪
田
明
夫
　
八
木
一

馬
　
山
口
誉

◇
団
長
章

竹
本
大
士
　
藤
本
泰
司
　
木
村
多

加
志
　
熊
喜
正
典
　
寺
井
佳
孝
　

辻
本
善
紀
　
脇
本
和
弘
　
安
永
朋

弘
　
大
西
慎
太
朗
　
横
田
秀
史

◇
精
勤
章

田
中
豪
　
西
直
樹
　
中
坊
英
昭
　

福
田
督
　
寺
島
雄
一
　
柴
田
護
　

中
坊
彰
秀
　
田
村
英
樹
　
泉
克
典

大
谷
友
次
郎
　
平
間
克
則
　
宮
﨑

厚
宏
　
安
永
昌
弘
　
火
宮
尚
志
　

篠
田
繁
彦
　
山
口
誉
　
中
野
義
之

岳
野
政
和
　
奥
田
耕
大
　
奥
山
英

高

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

井
手
町
消
防
出
初
式

あいさつをする汐見町長

　
井
手
町
消
防
団
（
綱
田
貞
二
団

長
＝
団
員
２
４
１
人
）
や
京
田
辺

市
消
防
署
井
手
分
署
に
よ
る
消
防

出
初
式
が
、
１
月
６
日
（
日
）
井

手
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
外
か
ら
約
　
人
４０

の
来
ひ
ん
を
は
じ
め
、
汐
見
町
長

の
出
席
の
も
と
整
然
と
し
た
分
列

行
進
か
ら
始
ま
り
、
綱
田
団
長
以

下
１
４
２
人
の
消
防
団
員
、
京
田

辺
市
消
防
署
井
手
分
署
員
　
人
に

１４

続
き
、
ポ
ン
プ
車
等
　
台
も
入
場

１５

し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
汐
見
町
長
か
ら
「
昨

年
、
町
内
に
お
い
て
は
幸
い
に
も

大
き
な
災
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
さ
ん

方
の
日
頃
の
成
果
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
急
な
山

と
天
井
川
に
囲
ま
れ
た
本
町
に
と

っ
て
は
、
災
害
が
起
き
や
す
い
状

況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住

民
の
災
害
に
対
す
る
関
心
は
高

く
、
皆
さ
ん
に
か
け
る
期
待
は
大

き
く
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
」
と

式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
綱
田
団
長
か
ら
「
昨

年
は
、
大
き
な
災
害
が
な
か
っ
た

も
の
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

訓示を行う綱田団長

水
利
確
保
の
困
難
な
場
所
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
方
の
迅
速
な
活
動
に

よ
り
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
各

区
で
発
足
し
ま
し
た
自
主
防
災
組

織
の
中
心
に
な
り
消
防
活
動
に
精

進
し
て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
が
述

べ
ら
れ
た
あ
と
、
優
良
消
防
団
員

の
表
彰
状
授
与
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
ひ
ん
か
ら
は
、
府
知
事
代

理
の
太
田
総
務
部
長
を
は
じ
め
、

田
辺
警
察
署
長
代
理
の
谷
交
通
課

長
、
中
坊
町
議
会
議
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
奥
田
善
男
さ

ん
か
ら
、
表
彰
に
対
す
る
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
第
１
・
２
分
団
の
消

防
団
員
と
井
手
分
署
員
に
よ
る
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
、
勢
い
よ
く
６

本
の
水
柱
が
上
り
、
式
は
終
了
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々

団旗登壇

選
手
権
大
会
で
準
優
勝
を
果
た
し

た
、
井
手
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
（
谷
田
利
一
代
表
）
の

女
子
チ
ー
ム
が
報
告
の
た
め
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
１
月
　
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た

１２

準
決
勝
で
、
曽
我
部
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
亀
岡
市
）

を
　
対
　
で
下
し
決
勝
戦
へ
。
決

４７

３６

勝
戦
で
は
、
大
井
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
教
室
（
亀
岡
市
）
に
惜

し
く
も
敗
れ
た
が
、
見
事
準
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

団員・分署員らによる一斉放水

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
女
子
準
優
勝

熱戦を終えた選手のみなさん

　
１
月
　
日
（
水
）、
口
丹
波
勤
労

１６

者
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
た
第
　
回
２５

京
都
府
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

報告のため役場を訪れたみなさん
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思いを主張する発表者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
学
生
た
ち

が
『
大
人
に
来
て
欲
し
い
！
手
作

り
の
修
学
旅
行
』
と
題
し
、
日
頃

の
忙
し
さ
か
ら
離
れ
、
元
気
に
な

っ
て
も
ら
お
う
と
地
元
住
民
と
一

緒
に
考
え
、
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。
　
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
・
大
正
池

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
３
泊
を
過
ご

し
た
参
加
者
は
、
そ
ば
打
ち
体
験

や
地
元
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ
た

薬
膳
料
理
、
わ
ら
じ
作
り
や
か
ま

ど
炊
き
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年
女
子
　
村
田
　
結

【
２
・
７
キ
ロ
の
部
】

小
学
校
中
学
年
男
子
　
田
中
陽
太
郎

小
学
校
中
学
年
女
子
　
花
田
史
子

小
学
校
高
学
年
男
子
　
大
平
和
真

小
学
校
高
学
年
女
子
　
横
田
茉
優

【
５
キ
ロ
の
部
】

小
学
校
男
子
　
阪
脇
千
貴

小
学
校
女
子
　
泰
井
里
菜

中
学
校
男
子
　
森
奥
稜
太

中
学
校
女
子
　
松
下
実
歩

一
般
男
子
　
　
高
木
裕
幸

し
、
多
賀
地
区
の
住
宅
街
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

　
５
キ
ロ
コ
ー
ス
で
は
、
中
学
生

以
上
の
一
般
参
加
者
も
加
わ
り
、

南
部
公
民
館
前
を
通
り
、
山
城
勤

労
者
福
祉
会
館
横
か
ら
山
間
部
を

通
る
高
低
差
の
あ
る
コ
ー
ス
に
挑

戦
。
苦
し
み
な
が
ら
も
沿
道
の
応

援
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
懸
命
に
走

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
も

１
・
５
キ
ロ
コ
ー
ス
と
同
じ
コ
ー

ス
で
設
定
し
て
行
わ
れ
、
約
１
０

０
人
は
自
ら
の
健
康
づ
く
り
と
日

頃
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め
に

と
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
優
勝

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

【
１
・
５
キ
ロ
の
部
】

小
学
校
低
学
年
男
子
　
中
田
悠
貴

　
１
月
　
日
（
日
）、
井
手
町
体
育

２０

協
会
（
奥
田
武
彦
会
長
）
主
催
の

第
２
回
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
第
　
回
１６

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
、
発

着
点
の
自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ

ー
に
は
約
１
０
０
人
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
、

昨
年
の
コ
ー
ス
（
２
・
７
キ
ロ
と

５
キ
ロ
）
に
加
え
、
１
・
５
キ
ロ

コ
ー
ス
を
新
た
に
設
定
し
ま
し

た
。
　
１
・
５
キ
ロ
と
２
・
７
キ
ロ
コ

ー
ス
で
は
小
学
生
　
人
が
参
加

５１

私
た
ち
の
思
い
を
聞

い
て
く
だ
さ
い

町
民
マ
ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会

選手宣誓をする西田君

一斉にスタート

沿道からの声援を受ける参加者

３
泊
４
日
の
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
で
井
手
町

を
満
喫

　
１
月
　
日（
金
）か
ら
　
日（
月
）

１１

１４

に
か
け
て
、
井
手
町
と
和
束
町
に

お
い
て
、
３
泊
４
日
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、
大
阪
や
東

京
な
ど
か
ら
　
人
が
参
加
し
ま
し

１７

た
。
　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
同
志
社
大
学

薬膳料理に挑戦する参加者わらじ作りを体験する参加者

　
１
月
　
日
（
日
）、
自
然
休
養
村

２７

管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
　２４

回
綴
喜
青
少
年
の
主
張
大
会
が
行

わ
れ
、
綴
喜
地
区
の
各
小
・
中
学

校
の
代
表
者
　
人
が
、
日
常
生
活

１６

や
学
校
生
活
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
や
思
い
な
ど
を
主
張
し
ま
し

た
。
　
井
手
町
か
ら
は
、
井
手
小
学
校

６
年
の
横
田
眞
稀
子
さ
ん
、
同
小

６
年
の
富
山
栞
さ
ん
、
多
賀
小
学

校
６
年
の
津
島
芙
由
さ
ん
、
泉
ヶ

丘
中
学
校
２
年
の
古
川
貴
樹
さ
ん

が
約
１
５
０
人
の
来
場
者
が
見
守

る
中
、
堂
々
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。　

あいさつをする奥田会長
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▼

　１月４日（金）、井手町社会福祉協議会に登録されている朗読ボランテ
ィアサークル「ふれあい」（森田直美代表＝１４人）のメンバーが役場を訪
れ、汐見町長の新年のあいさつを収録しました。
　同サークルは、町の行事や季節の催しなどの情報を『声の広報』とし
て収録し、そのテープを町内の目の不自由な方や希望者に配布されてい
ます。通常は、サークルのメンバーらによって「広報いで」をもとに趣
向を凝らした収録が行われていますが、「年頭の１月号は町長さんの生の
声で」と毎年収録が行われています。

▼

　１月７日（月）、まちづくりセンター椿坂で「七草粥」が振る舞
われました。
　これは、山背古道椿坂（木田静子代表）が、お正月で疲れた胃を
休めてもらい、一年間無病息災で過ごしてもらおうと毎年行って
いる行事で、春の七草は地元で採れたものを使い調理しました。
　当日は、地元住民や玉川保育園の園児らが訪れ、春の七草の説明
を受けた後、囲炉裏を囲んで美味しくいただきました。

▼

　１月１０日（木）、１１０番の日にちなんだこの日、防犯意識をたかめても
らおうと京都府田辺警察署主催の防犯教室が多賀小学校で行われまし
た。
　参加した同小学校の全児童や地域住民らは、児童向けの防犯ビデオを
見た後、１１０番の模擬通報などを行いました。
また、危険を感じた時に、とっさに大声が出せるよう大声コンテストが
行われ、各学年の代表者が集音マイクに向かって大声を出していまし
た。
　最後に、京都府警察音楽隊によるミニコンサートがありました。

▼

　１月１４日（月）、高月区公民館で高月区自主防災訓練が行われ、地
元住民や消防団、井手分署員ら約８０人が参加しました。
　訓練は、京都府南部に大きな地震が起きたことを想定し、消火器
取り扱い訓練やＡＥＤ取り扱い訓練、普通救命訓練などが行われま
した。
　また、震度７などの地震を起こすことが出来る起震車に乗り、地
震の怖さを体験しました。
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▼

　１月２２日（火）、多賀小学校で弥勒会の方を講師に招き、障害者に
対する理解を深めるため、同小の５・６年生が車椅子を体験しました。
　はじめに講師の方から、車椅子の各部分の説明や、『動かす時は声を
掛けてから』などといった介助の方法の説明を受けました。
　その後、一人で乗って動かしてみたり、人を乗せてスロープを上っ
たり、下ったりして介助する側の立場になって体験しました。

▼

　１月１５日（火）、井手・多賀両小学校で、生活に身近な下水道について学
ぼうと、京都府流域下水道事務所職員と町下水道課職員を講師として出前
講座が行われました。
　講座では「井手町の下水道について」や「下水処理のしくみ」などにつ
いて説明がありました。実際に処理場に流れてくる下水（流入水）や、処
理した後の水（放流水）の『におい』を体験。また、「下水道と地球温暖化」
についてのビデオを見たり、クイズなどを交えて学びました。

▼

　文化財防火週間に伴い１月２４日（木）、京田辺市消防署井手分署は、
府指定文化財の高神社で消防訓練を行いました。
　高神社は、１６０４（慶長９）年に建てられた本殿が府指定文化財にな
っており、今回の訓練は、参拝者のたばこの投げ捨てにより東側の山
林から出火。社務所が類焼、本殿への延焼の危険があると想定して行
われました。

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
町営住宅（空家）の入居者募集

　町営住宅の入居者を次のとおり募集します。

所　　在／井手町大字井手小字段ノ下地内

団 地 名 ／北団地及び南団地

募集戸数／７戸（一般向け3戸、高齢者・障害者向け3戸、単身者向け１戸）

申込期間／2月25日（月）～3月7日（金）《土曜・日曜・祝日を除く》

そ の 他 ／募集案内等は、2月18日（月）より、いづみ人権交流センター、役場

　　　　  ３階建設課で配布

＊お申し込み・お問い合わせは、いづみ人権交流センター（℡82－3380）まで

「椿坂総力祭！」のお知らせ

日時：３月２日（日）

　　　午前１０時～午後３時

場所：まちづくりセンター椿坂

　陶芸絵付体験や折紙教室、新鮮

野菜の販売などを行いますので皆

さんのご来場をお待ちしています。
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日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

〈内科・小児科〉
京田辺市休日応急診療所
診療受付時間：午前８時３０分～午後２時３０分

TEL ０７７４-６３-２６６２

子育て支援センターからのお知らせ

不
妊
治
療
の
　
　
　
　
　

　
　
費
用
を
助
成
し
ま
す

　
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦

に
対
し
て
、
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
そ
の
治
療
費
に
要

し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
　
な
お
、
こ
の
助
成
は
不
妊
治
療

の
う
ち
、
保
険
適
用
の
あ
る
治
療

で
す
。

◎
助
成
対
象
者

◆
申
請
日
の
時
点
で
、
京
都
府
内

に
１
年
以
上
住
所
が
あ
り
、
か
つ

(

町
内
に
住
所
が
あ
る
夫
婦
 事
実

上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
を
含

む)

 
◆
各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
こ
と

◎
助
成
金
額

　
保
険
診
療
に
要
し
た
被
保
険
者

が
負
担
し
た
額
の
２
分
の
１

※
た
だ
し
、
１
年
度
の
診
療
に
つ

き
１
人
に
つ
き
３
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

◎
助
成
対
象
と
な
る
診
療

　
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

１９

　
年
３
月
　
日
ま
で
の
診
療
分

２０

３１

※
な
お
、
助
成
の
申
請
期
限
は
平

成
　
年
３
月
　
日
で
す
。
１
年
を

２０

３１

過
ぎ
る
と
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
助
成
回
数

　
制
限
な
し

◎
助
成
金
の
交
付
決
定

　
申
請
書
を
審
査
し
、
そ
の
結
果

を
申
請
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
申
請
方
法

　「
助
成
金
交
付
申
請
書
」「
不
妊

治
療
医
療
機
関
証
明
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

　
な
お
、
助
成
事
業
の
内
容
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

助
成
期
間
は
「
通
算
５
年
」

　
平
成
　
年
度
の
対
象
は
、
治
療

１９

終
了
日
が
平
成
　
年
４
月
１
日
か

１９

ら
平
成
　
年
３
月
　
日
の
方
が
対

２０

３１

象
で
す
。

　
申
請
は
治
療
終
了
年
度
内
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
平
成
　
年
２０

３
月
ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
治
療
終
了
日
が
３
月
中

で
、
申
請
が
間
に
合
わ
な
い
方

は
、
必
ず
、
山
城
北
保
健
所
に
平

成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
ご
連
絡

２０

３１

く
だ
さ
い
。

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
府
山

城
北
保
健
所
（
℡
　
‐
２
１
９
２
）

２１

ま
た
は
、
府
こ
ど
も
未
来
室
家
庭

支
援
担
当
（
℡
０
７
５
‐
４
１
４

‐
４
５
８
２
）
ま
で

不
妊
に
関
す
る
相
談
は
、
不
妊
専

門
相
談
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
７
５
‐

２
５
３
‐
６
１
８
０
）
ま
で
　

特
定
不
妊
治
療
費
　
　
　

　
　
補
助
事
業
に
つ
い
て

　
府
で
は
、
保
険
診
療
に
よ
る
不

妊
治
療
に
加
え
、
体
外
受
精
及
び

顕
微
鏡
受
精
を
受
け
ら
れ
た
ご
夫

婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
に
、
そ
の
治
療
に
か
か
っ
た

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談のできる場として｢井手町子育て支援セ

ンター｣を開設しています。子育て支援センターは玉川保育園内にあり、月曜日～金曜日

（午前９時半～午後４時）にご利用できますので、いつでも気軽にあそびにきてください。

　お問い合わせは、子育て支援センター（ＴＥＬ82‐2232）まで

わらべうた・ふれあい遊び３月７日（金）

わらべうた・手遊び・手袋人形遊び２月２２日（金）

わらべうた・手遊び・手袋人形遊び２月１４日（木）

とことこちゃん広場（午前１０時～１１時半）【１歳半～就学前の子供と保護者】

よちよちちゃん広場（午前１０時～１１時半）【７ヶ月～１歳半位の子供と保護者】

ぴよぴよちゃん広場（午前１０時～１１時半）【妊婦～６ヶ月位の子供と保護者】

2・3月の事業のお知らせ
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お
久
し
ぶ
り
で
す
。
み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し

H
appy

N
ew

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
      
  
 

Y
ear,2008

!!!

 
             私
の
冬
休
み
は
、
本
当
に
す

ば
ら
し
か
っ
た
、
本
当
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

た
、
そ
し
て
、
１
０
０
％
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
　

　
い
つ
も
、
一
月
の
は
じ
め
は
今
年
の
目
標
を

考
え
る
時
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
そ
の
〝

N
ew
Y
ear

s
G
oals

 
  
  
   ’   
    〟は
と
て
も
大
事
で
す
。

「
私
は
･･･の
た
め
に
･･･を
し
ま
す
」と
決
め
ま

す
。
自
分
の
未
来
の
た
め
に
目
標
を
立
て
る
の

Iw
ill

this
year.

で
す
。
英
語
で
は
、〝
   
   ････          〟

と
言
い
ま
す
。
学
校
で
も
、
そ
の
こ
と
を
子
ど

も
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。

　
一
年
の
間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
は
去
年
、
い
っ
ぱ
い
目
標
を
達
成
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
っ
ぱ
い
面
白
い
こ
と
を

し
ま
し
た
。

　
一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
二
人
の
日
本
人

と
と
て
も
仲
良
し
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
私
に

と
っ
て
、
そ
の
関
係
は
と
て
も
大
事
で
す
。
も

う
一
つ
は
、
毎
週
木
曜
日
に
宇
治
へ
日
本
語
勉

強
会
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
こ
と

で
、
私
は
会
話
の
レ
ベ
ル
が
ず
い
ぶ
ん
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。
日
本
に
来
た
と
き
は
不
可
能

に
思
え
た
会
話
も
、
か
な
り
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
墨
画
の
先
生
か
ら
い
っ
ぱ
い

描
き
方
を
習
い
ま
し
た
。
今
で
は
水
墨
の

絵
を
た
く
さ
ん
描
け
ま
す
。
昨
年
は
、
水

墨
で
竹
の
掛
け
軸
を
描
い
て
、
井
手
町
の

文
化
祭
で
展
示
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
去
年
は
、
い
ろ
い
ろ
な
す
ば
ら
し
い
旅

行
を
し
ま
し
た
。
夏
に
は
韓
国
に
行
き
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
の
あ
ち
こ
ち
に
出
か

け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
祭
り
を
見
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
冬
休
み
に
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
行
を
通
し
て

す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
作
り
ま

し
た
。

　
今
年
、
私
は
も
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

Iw
illlive

each

す
。
私
の
目
標
は
、〝
   
              

day
better

than
last

year,
to

    
       
     
     
      
   

enjoy
each

day,
so
that

every

                              

day
is
the
bestitcan

be!

                          〟「
私
は
去

年
以
上
に
今
年
も
毎
日
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張
る
こ
と
で
、
毎
日

が
最
高
に
な
り
ま
す
。」

カンボジアのアンコール・ワット遺跡にて

見つめよう私たちの歴史 育てよう私たちの文化

第22回 井手町解放文化祭

　同和問題をはじめとした人権啓発の推進、地域文化の発展と住民の交流を図ることを目的に、第２２回井手

町解放文化祭が開催されます。

　今回も、人権啓発や地域交流のイベントが多数企画されています。お誘いあわせのうえ、ご参加ください。

◆日　時　　３月１６日（日）　午前１０時～午後３時３０分
◆場　所　　いづみ人権交流センター・いづみ児童館

◆内　容　　作品展示　舞台発表　

　　　　　　モギ店　小学生手作り工作コーナー　など

[記念講演]（午後１時３０分～３時）

　　　　　　【テーマ】元祖オーロラ輝子の親不孝人生

　　　　　　　　　―お母さん生んでくれてありがとう―

　　　　　　【講　師】　　叶れい子（通天閣の歌姫）

※お問い合わせは、井手町解放文化祭実行委員会事務局（いづみ人権交流センター内　TEL 

82‐3380）まで

昨年の様子



2008-2 広報いで ８

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２２

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

２２

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１８

《
手
芸
教
室
》

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
～
正
午

１２

１０

　
　
／
２
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
～
正
午
、

１９

１０

　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

　
　
／
２
月
　
日
（
木
）　
日
（
金
）

２１

２９

　
　
／
３
月
４
日
（
火
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

《
料
理
教
室
》

日
時
／
２
月
　
日
（
木
）・
　
日
（
木
）

１４

２８

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

１０

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

２２

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
《
お
餅
つ
き
》】

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

２０

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
　
　

　
　
　
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
か
ら
平
成
　
年
に
改
正
さ
れ
た
第

１７

８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
、
平
成
　
年
３

２０

月
　
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
請
求
さ

３１
れ
る
方
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
民
生
部
福
祉
課
（
℡
　
‐
６

８２

１
６
５
）
ま
で

平
成
　
年
度
高
等
学
校
奨
学
金
及
び

２０

技
能
修
得
資
金
の
支
給
に
つ
い
て

【
高
等
学
校
奨
学
金
】

低
所
得
世
帯
（
市
町
村
民
税
非
課
税
で
母
子
･父

子
・
児
童
・
障
害
者
・
長
期
療
養
世
帯
）の
お
子
さ
ん

の
高
等
学
校
へ
の
進
学
を
促
進
す
る
た
め
、
就
学

に
要
す
る
経
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
／
高
校
新
１
年
生
で
入
学
支
度
金
支
給
対
象

者
の
み
受
付

期
限
／
２
月
　
日
（
金
）
ま
で

２９

【
技
能
修
得
資
金
】

　
経
済
的
に
困
難
な
家
庭
の
お
子
さ
ん
が
中
学

校
・
高
等
学
校
卒
業
後
、
引
き
続
き
技
能
修
得
さ

れ
る
方
が
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

期
限
／
３
月
　
日
（
金
）
ま
で

１４

２
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
４
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
９
期
納
期
限
で
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
井
手
玉
川
大
学
講
座
】

日
時
／
２
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

１４

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
エ
ミ
リ
ー
ズ
ク
ラ
ス
《
第
６
回
》】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１２

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
 

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
》

日
時
／
２
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１４

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
３
月
６
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
　
歳
以
上

６５

【
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
】

日
時
／
２
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２８

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
２
月
　
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２８

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
３
月
３
日
（
月
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

（
℡
　
‐
５
７
４
７
）
ま
で

６３救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
／
３
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
３
月
１
日
（
土
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

ス

ポ

ー

ツ

【
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
２
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１７

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
水
）・
　
日
（
火
）

１２

２０

２６

　
　
／
３
月
５
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(
)

【
和
太
鼓
教
室
 サ
ー
ク
ル
 】

日
時
／
２
月
　
日
（
土
）・
３
月
１
日
（
土
）

１６

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
２
月
　
日
（
土
）・
３
月
８
日
（
土
）

２３

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》
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制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
申
告

し
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
り
、
間
違
っ
た

申
告
を
さ
れ
ま
す
と
あ
と
で
不
足
の
税
金
を
納
め

る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
申
告
を
す
る
と
き
は
、
一
年
間
の
収
入
を
も
う

一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
主
な
収
入
・
所
得
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
不
動
産
所
得
】

煙
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
と
し
て
貸
し
た
場
合

の
収
入

煙
ア
パ
ー
ト
や
貸
間
等
の
収
入

【
雑
所
得
】

煙
知
人
や
会
社
な
ど
に
貸
し
付
け
た
お
金
の
利
子

煙
公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
）
の
収
入

【
給
与
所
得
】

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１２

２６

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６

８２

５
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２９

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１３

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
３
月
５
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１２

２６

い
ず
れ
も
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
第
　
回
井
手
町
社
会
福
祉
大
会
】

１５
日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～

１５

場
所
／
玉
泉
苑

　
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
確
定
申
告
の
受
付
は
２
月
　
日
（
月
）
か
ら

１８

　
今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
が
、
申
告
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で

す
か
。

　
所
得
税
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
自
ら
が
一
年

間
の
所
得
と
税
金
を
計
算
し
、
申
告
・
納
税
す
る

対
象
／
Ｈ
　
・
７
・
　
か
ら
Ｈ
　
・
９
・
３
生
ま
れ

１８

１６

１８

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
３
月
７
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
　
・
７
・
８
か
ら
Ｈ
　
・
　
・
７
生
ま
れ

１６

１６
１０

受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
１
時
半

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

１９

４５

煙
生
後
１
～
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
下
さ
い
。

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
月
）

１８

２５

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
３
月
３
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
３
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

場
所
／
賀
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

２
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

住民税申告相談日

上記のとおり申告相談を行いますので、 収入や必要経費のわかるも

のと、印鑑を忘れずにご持参ください。

煙
パ
ー
ト
等
の
収
入

◎
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は
２
月
　
日
１８

（
月
）か
ら
３
月
　
日（
月
）ま
で
で
す
。

１７

※
土
・
日
曜
日
は
閉
庁
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
宇
治
税
務
署
で
は
、
２
月
　
日
２４

（
日
）・
３
月
２
日
（
日
）
の
２
日
間
は
確

定
申
告
の
相
談
、
申
告
書
の
受
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

◎
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
税
が

か
か
り
ま
す
。

◆
確
定
申
告
相
談
（
宇
治
税
務
署
職

員
に
よ
る
）

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～

２９

１０

午
後
３
時（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
は
、

お
昼
休
憩
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
の
相
談
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。）

場
所
／
役
場
３
階
会
議
室

場　所日　　時区名

玉水公民館
午前９時～
　　午後３時

３月３日（月）玉水

水無公民館〃３月４日（火）
水無

高月

上井手区公民館〃３月５日（水）上井手

（新）石垣公民館〃３月６日（木）石垣

人権交流センター
〃３月７日（金）北

〃３月１０日（月）南

ＪＡ京都やましろ
井手町支店

〃３月１１日（火）東部
西部
北部 〃３月１２日（水）

南部公民館〃３月１３日（木）南部

宝蔵院
午前９時半～
　　　１１時半

３月１４日（金）田村新田

※
毎
年
、
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
、
十
分
な
ご
相
談
が
で
き
な

い
ば
か
り
で
な
く
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ

う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．ｎ
ｔ
ａ
．ｇ
ｏ
．ｊ
ｐ

◆
住
民
税
の
申
告
相
談
は
３
月
３
日
（
月
）
か
ら

　
住
民
税
の
申
告
受
付
は
、
町
職
員
が
各
地
区
に

出
張
し
て
受
付
を
行
い
ま
す
。
日
程
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

　
な
お
、
申
告
書
は
２
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◎
住
民
税
の
申
告
期
限
は
３
月
　
日
（
月
）
で
す
。

１７

※
申
告
期
限
内
に
申
告
が
な
け
れ
ば
、
課
税
証
明

や
所
得
証
明
書
の
交
付
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
さ
れ
た
方

は
、
住
民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。



2008-2 広報いで１０

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
  ２
月

◆
一
般
書

「
ワ
ン
ダ
ー
・
ド
ッ
グ
」 

竹
内
真

「
ワ
ン
ち
ゃ
ん
」 

楊
逸

「
阪
急
電
車
」 

有
川
浩

「
セ
・
シ
・
ボ
ン
」 

平
安
寿
子

「
立
派
に
な
り
ま
し
た
か
？
」 大
道
珠
貴

「
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
」 

小
手
鞠
る
い

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】　
月
～
３
月

１０

午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

☆
２
月
・
３
月
の
休
館
日

２
月
　
・
　
・
　
・
　

１２
１８
２５
２８

３
月
３
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　

１０
１７
２１
２４
２７
３１

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

◆
児
童
書

「
ぼ
く
は
こ
こ
ろ
」

 

ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン

「
ふ
し
ぎ
な
で
ま
え
」か
が
く
い
ひ
ろ
し

「
か
え
る
を
の
ん
だ
と
と
さ
ん
」

 

斎
藤
隆
夫

「
地
球
温
暖
化
、
し
ず
み
ゆ
く
楽
園
ツ

バ
ル
」 

山
本
敏
晴

「
チ
ュ
ウ
ガ
ク
セ
イ
の
キ
モ
チ
」

 

あ
さ
の
あ
つ
こ

「
バ
デ
ィ
」 

Ｖ
・
Ｍ
・
 ジ
ョ
ー
ン
ズ

☆
２
月
・
３
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

３
月
８
日
（
土
）

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

２
月
　
日
（
土
）

１６

３
月
　
日
（
土
）

１５

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

ズッコケ中年三人組ａｇｅ４２
那須正幹
架空の町の稲穂県ミドリ市花
山町を舞台にした「ズッコケ
三人組」シリーズ。ハチベエ、
ハカセ、モーちゃんも４２歳。
今回はモーちゃんの娘とハチ
ベエの長男にまつわる物語。
フォークデュオ・ゆずも登場
する。

米朝よもやま噺
桂米朝
落語の人間国宝がはんなり語
る芸、人、時代…。米朝自身
の人となりや落語界の先輩、
仲間、弟子のエピソードが満
載。２００５年９月～２００７年９月
『朝日新聞』大阪版夕刊連載
「米朝口まかせ」をまとめたも
の。

パンダの手には、かくされた
ひみつがあった！
喜多村武
動物の体の不思議や進化の秘
密を明らかにしていく動物学
者の研究を描くシリーズ。動
物園で人気のパンダは、なぜ器
用に物をつかむことができる
のか？  その手の仕組みを絵本
でわかりやすく解き明かす。

モグといたずらぎつね
ジュディス・カー
ねこのモグは、うっかりやで
わすれんぼう。賢いねことは
いえませんが、トーマス家の
人気者です。ある日のこと、
夕ごはんに大好きなたまごを
もらえなかったモグは、怒っ
て雪の積もる庭に飛び出しま
すが…。
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ごみ収集日程表（ 2月11日～ 3月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL８２‐6166）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田⑧２月２７日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨２月２８日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩２月２９日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪３月３日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫
２月１２日
３月４日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬

２月１３日
３月５日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭
２月１４日
３月６日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休⑮

２月１５日
３月７日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに衛生課へ電話予約（TEL８２‐6166）してください。（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エア

コン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

２月２０日

３月５日

２月１３日

２月２７日
２月２８日２月２１日３月６日２月１４日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

２月１３日

２月２７日

２月２０日

３月５日
２月２９日２月２１日３月７日２月１５日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

２月１３日

２月２７日

２月２１日

３月６日
２月２８日２月１４日３月５日２月２０日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区

剪定枝チップ化物

　城南衛生管理組合では、奥山リユースセン
ターに搬入された公園や街路樹、一般家庭の
庭木などの剪定枝をチップ化し、堆肥化する
リサイクル事業を展開しており、今回、チップ
化物を実費で配布しますので多くの方のご利
用をお待ちしています。

◆配布期間　３月６日（木）～１２日（水）【土・日も配布】
　　　　　　午前９時～午後４時（正午～午後１時を除く）
◆配布場所　①エコ・ポート長谷山（城陽市富野長谷山１－270）
　　　　　　　ＴＥＬ 58‐0550　　　　　　
　　　　　　②クリーンピア沢（八幡市八幡沢１）
　　　　　　　ＴＥＬ 075‐631‐0835
　　　　　　③折居清掃工場（宇治市宇治折居１８）
　　　　　　　ＴＥＬ 20‐4799
◆そ の 他　 量に限りがありますので、無くなった段階で終了とさせ
　　　　　　て頂きます。
＊お問い合わせは、各配布施設まで

実費配布のお知らせ
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妻夫住所

西 木　 �栗 田 喜 博多賀

中西　 美智加賀山　 睦井手

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

進 一 遥 
はるか

木 田多賀

芳 樹 凛  奈 
りお な

神 田多賀

雄 一 流  星 
りゅう せい

村 山井手

暢 子 逞  海 
たく み

大 本多賀

幸 太 天  汰 
てん た

白 濱井手

祐 二 美  海 
み う

　 田井手

誉 晃 愛  紗 
あい さ

西 島井手

月11
手芸教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
エミリーズクラス【第６回】（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

火12

育児相談・あそびの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）水13
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ（午後１時半～３時、玉泉苑）
井手玉川大学講座（午後１時半～、自然休養村管理センター）

木14

第１５回井手町社会福祉大会（午後１時半～、玉泉苑）金15
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土16

町民ソフトバレーボール大会（午前８時半～、山城勤労者福祉会館）日17
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）月18
手芸教室（午前１０時～正午、午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
ＢＣＧ（午後２時～２時４５分、保健センター）火19
生き生きふれあいサロン【お餅つき】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水20

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木21
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金22

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土23

冬のお話し会（午前１１時～、山吹ふれあいセンター図書館）日24
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月25
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火26

水27
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ダイエット教室（午後１時半～３時、保健センター）

木28

確定申告相談（午前１０時～正午、午後１時～３時、役場３階会議室）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

金29

無火災デー防火パレード
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土3/1

日2
住民税申告相談【玉水区】（午前９時～午後３時、玉水公民館）
１歳半健診（受付午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月3

住民税申告相談【水無・高月区】（午前９時～午後３時、水無公民館）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）火4
住民税申告相談【上井手区】（午前９時～午後３時、上井手公民館）
育児相談（午前９時半～１０時半、西部公民館）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水5

住民税申告相談【石垣区】（午前９時～午後３時、新石垣公民館）
山吹体操クラブ（午後１時半～３時、賀泉苑）木6
住民税申告相談【北区】（午前９時～午後３時、人権交流センター）
３歳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）金7
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土8

日9
住民税申告相談【南区】（午前９時～午後３時、人権交流センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）月10

出張徴収【多賀】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 2月11日～ 3月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：総務部企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

〈
婚
姻
〉

（１２月１５日から１月１９日までの届出分・敬称略）

（１２月１５日から１月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
総　務　部 0774－82－6162企画財政課

0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住　民　課

民　生　部 0774－82－6165福　祉　課
0774－82－6166衛　生　課
0774－82－6167建　設　課事　業　部 0774－82－6168産　業　課
0774－82－6169水　道　課上下水道部 0774－82－6170    下 水 道 課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収【北・南】


